
はい いいえ

6

6

・保護者へのアンケー
トを実施した後に、集
計結果を基に職員間で
話し合いの場を設けて
いる。

・町のホームページに
て公表している。

・第三者による外部評
価は実施していない。

・保護者向け及び事業所向け評
価表の結果を職員間で共有し、
業務改善につなげていきます。
・評価結果につきましては、上
ノ国町のホームページにて公表
しております。

・第三者による外部評価は行っ
ていませんが、職場内で話し合
い業務改善に努めていきます。

環
境
・
体
制
整
備

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
であるか。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっているか。また、障害の特性に応じ、事
業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされているか。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境にな
っているか。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっているか。

6

6

6

⑤
業務改善を進めるためのＰＤＣＡサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか
。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげているか。

⑦

事業所における自己評価表（公表）
（児童発達支援）

公表：平成３１年　３月　８日

・活動内容や利用者の状況を考
慮し、療育室以外の施設（部屋
）を利用する等の工夫をしてい
きます。

事業所名　上ノ国町子ども発達支援センター

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

工夫している点

・消毒等をしながら清
潔を保っている。
・物品の消毒を行う等
、清潔な環境を保つよ
うに心がけている。

・人数や活動内容によ
っては別の施設等を利
用している。

・１室の中で全てを構
造化させることは難し
い部分はあるが、本人
が気にして触りに行く
ような所は隠したり、
開かないようにしてい
る。
・個々の状況に合わせ
た構造化に取り組んで
いる。

チェック項目

・法令で定められた人員配置基
準を満たした職員数を配置して
おります。今後も維持出来るよ
う努めていきます。

② 職員の配置数は適切であるか。

・利用者の状況を考慮し、適切
な環境を整備するよう心掛けて
いきます。

6

・清潔な空間に保つため、室内
や物品のこまめな拭き取り、消
毒等を心掛けていきます。
・活動内容に応じて、空間を有
効活用出来るよう工夫していき
ます。

・職員間で情報を共有し、業務
改善につなげていきます。

6

5 1⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげているか。

・毎回ではないが必要
に応じて話し合い、内
容の見直しや改善に努
めている（振り返りに
ついて）。

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いるか。

業
務
改
善



・個々の状況に応じて
、どんな支援が必要か
を考え作成している。

・療育支援として専門
職からアドバイスをも
らい、それを基に療育
している。
・職員がまんべんなく
参加出来るようになっ
ている。その他、希望
すると可能な限り受け
入れてもらえる。
・随時、研修会に出席
している。

6

・児童発達支援計画に沿った支
援が提供されているかを定期的
に確認し、適切な支援が行われ
るよう心掛けていきます。

・職員間で情報を共有し、利用
者が楽しんで活動出来るような
プログラムの立案に努めていき
ます。

・子ども達が変更に対
応していけるようにス
ケジュールの順を変え
たり、教材の使い方に
変化をつける等して、
発達状況に応じた工夫
をしている。
・スケジュールの順番
、内容が固定されない
ように順番を変更した
り、個別で楽しめるも
の、友達と順番に出来
るもの等をその日に計
画している。
・活動記録を振り返り
、固定化しないように
心掛けている。

6

・利用者の人数や状況に応じて
、活動内容の見直しを行ってお
ります。今後も活動プログラム
が固定化しなよう心掛けていき
ます。

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用しているか。

⑪

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われているか
。

5 1

6

・全体で活動する時に
個々の発達段階を確認
し合い、適した内容を
配慮し、楽しんで参加
出来るよう工夫してい
る。
・全体的にチームでの
取り組みが尐ないため
、もっと話す場を作っ
ていきたい。
・職員間で意見交換し
ながら決めている。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」
、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援
に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されているか。

活動プログラムの立案をチームで行っているか。

活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か。

⑭

⑮

・事業所内で共通のアセスメン
トシートを使用しております。

・研修会等に参加する機会を確
保し、資質の向上に努めていき
ます。

・アセスメントシートや個別懇
談等を踏まえ、子どもや保護者
のニーズに沿った計画を作成す
るよう心掛けていきます。

⑫

6

6

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保しているか。

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニ
ーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支
援計画を作成しているか。

適
切
な
支
援
の
提
供

・利用者の年齢や発達段階、特
性等に応じた支援内容を盛り込
むよう心掛けております。今後
も適切な支援内容を設定出来る
よう努めていきます。

6



6

・職員間での打ち合わせは、そ
の都度必要に応じて実施してお
りますが、毎日必ずは行ってい
ませんでした。今後は、打ち合
わせをする機会を増やしていく
よう努めていきます。

・半年に一度見直しを
している。

・担当が出席出来ない
場合、児童発達支援管
理責任者が参加して行
っている。

・その都度、保健師等
関係機関と情報を共有
している。

6

・利用者の状況等を考慮しなが
ら療育枠を決定しております。
個別と集団を適宜組合わせるこ
とは難しいですが、子どもの状
況や保護者の要望に応えられる
よう努めていきます。

・必ずではなく、必要
に応じて内容や役割分
担について確認をして
いる。
・各担当の考え方で進
んでいくことが多く、
困っている事や上手く
いっている事が伝わっ
てきにくい。チームで
助け合って質を上げら
れるような環境づくり
が必要。
・行っているが毎回で
はない。

・打ち合わせの時間は
設けていないが、支援
内容の相談をしたり、
気づいた点の共有をし
たりして話し合ってい
る。
・決まった時間は作っ
ていないが、その都度
気づいたことを話して
いる。
・各担当の考え方で進
んでいくことが多く、
困っている事や上手く
いっている事が伝わっ
てきにくい。チームで
助け合って質を上げら
れるような環境づくり
が必要。
・行っているが毎回で
はない。

⑱

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している
か。

支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について確認
しているか。

支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、
その日行われた支援の振り返りを行い、気付いた
点等を共有しているか。

⑯

⑰

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげているか。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断しているか。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画しているか。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っているか。

6

6

6

3 3

3 3

・職員間での打ち合わせは、そ
の都度必要に応じて実施してお
りますが、毎日必ずは行ってい
ませんでした。今後は、打ち合
わせをする機会を増やしていく
よう努めていきます。

・日々の支援に関する記録は毎
回記入しております。今後も記
録をとることを徹底し、支援の
検証・改善につなげていきます
。

・児童発達支援計画の支援内容
について６ヶ月ごとに評価を行
い、見直しを行っております。
・利用者の状況等を考慮し、適
正な支援計画を作成するよう心
掛けていきます。

・児童発達支援管理責任者及び
担当指導員がサービス担当者会
議に出席するよう努めていきま
す。

・随時、関係機関との連携を図
るよう努めていきます。



5 1

5 1

6

2 4

4 2

6

・現在、対象児はいな
いが、必要に応じて連
携を行う。

6
・利用前面談、契約時
に説明をしている。

・現在、対象児が通所
していない。

・必要に応じてケース
会議を行っている。

・必要に応じて対応し
ている。

・上高ボランティアと
の交流。
・上高ボランティア局
の生徒との交流を図っ
ている。

・療育終了後に内容、
様子を伝えるとともに
、その中での課題等を
伝えている。
・実際に取り組んだ課
題等を見てもらいなが
ら様子を話している。

・講師を招き、保護者
向けの研修会を開く等
の支援を行っている。
・ペアレント・トレー
ニングは実施していな
いが、その都度相談内
容の解決策を一緒に考
え、実践出来るように
心がけている。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いるか。

㉛

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関
係機関と連携した支援を行っているか。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所
、発達障害者支援センター等の専門機関と連携し
、助言や研修を受けているか。

㉘

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加しているか。

㉚

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行
っているか。

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整
えているか。

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園
、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容
等の情報共有と相互理解を図っているか。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部
）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を
図っているか。

6

5 1

5 1

・研修会に参加して専門知識を
深めたり、指導内容についてア
ドバイスをもらう機会を設ける
等、関係機関との連携に努めて
いきます。

・上ノ国高校ボランティア局の
生徒の協力を得て、療育に参加
し交流する機会を設けておりま
すが、日程や時間帯の都合上、
全ての利用者を対象した機会の
確保は難しい状況ではあります
が、今後も継続した取組となる
よう努めていきます。

・児童発達支援管理責任者が会
議等へ出席しております。

・送迎時や個別懇談時等に保護
者の方と相互理解を図るよう心
掛けていきます。

・年に１度は保護者向け学習会
を開催するよう努めます。
※ペアレントトレーニングとは
、保護者が自分の子どもの行動
を理解したり、特性をふまえた
褒め方等を学ぶためのプログラ
ムのことです。

・利用前面談、契約時に丁寧な
説明を心掛けておりますが、ご
不明な点がありましたら、随時
スタッフにお申し出ください。
改めて説明をさせて頂きます。

・通所を希望される場合は、随
時対応を検討していきます。

・通所を希望される場合は、随
時対応を検討していきます。

・随時、関係機関との連携を図
るよう努めていきます。

・随時、関係機関との連携を図
るよう努めていきます。

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント・トレー
ニング等）の支援を行っているか。

㉔



・個人が特定出来る名前等が記
載されている書類等の取扱いに
は十分注意をしていきます。

2 4

6

・日中集まる事が難し
いのであれば、時間外
に設定し、年に１、２
回でも全職員で取り組
んでみてはどうか。
・今年度は保護者向け
学習会として一度開催
した。今後回数などは
検討していきたい。

・コミュニケーションを図る際
、必要に応じて言葉だけではな
く、視覚情報も用いてわかりや
すく伝える工夫を心掛けていき
ます。

6

6

6

・個別懇談の中で相談
、要望を聞いて支援に
つなげている。
・半年に一回の個別懇
談。

・その都度対応してい
るが、判断や返答が難
しい内容は、一度持ち
帰り相談してから保護
者へ伝えている。
・相談等の体制につい
ては、療育室前に掲示
している。相談等があ
った時には随時対応し
ている。

・月に１度、各家庭に
お便りを送り、行事予
定等を伝えている。

・子育て等の相談につきまして
は、随時対応させて頂きますの
で、お申し出ください。

・保護者向け学習会を開催しま
したが、年１回の開催のため十
分な機会の確保には至りません
でした                   。
今後は、保護者の方のニーズを
把握するよう心掛け、開催の在
り方等について検討していきま
す。

・苦情等に関する相談窓口につ
きましては、療育室前に掲示し
ております。その他の相談等に
つきましては、随時対応させて
頂きますので、お気軽にスタッ
フにお申し出ください。

・月に１度、「ひまわり便り」
を発行し、行事予定等をお知ら
せしております。今後も、月に
１度お便りを発行し、情報を発
信出来るよう努めていきます。

6

・通所時の体調の確認
や、帰る際に療育の内
容や様子を伝えている
。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか。

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している
か。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申し入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
しているか。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしているか。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得ているか。

㉞
定期的に保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
か。

㉟

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

6

・児童発達支援計画については
、保護者の方に支援内容を説明
し、同意を得ております。今後
も、丁寧な説明を心掛けていき
ます。



・地域住民を招待するような行
事等の開催はしておりませんが
、散歩の際には挨拶を交わす等
、自然な関わりを実践しており
ます。
・今後も地域住民を招待するよ
うな行事を開催する予定はあり
ませんが、地元の高校生との交
流は継続していくよう努めてい
きます。

・毎年、職員は応急処置及び救
命講習や感染症予防研修会に出
席し、対応を学んでおりますが
、保護者への周知が十分ではな
かった部分がありますので、今
後は周知の仕方を工夫していき
ます。

6

・避難訓練の実施方法等を検討
していきます。
・職員間では定期的に非常時の
際の動きの確認をしていきます
。

・保護者からの聞き取りを徹底
していきます。

・保護者からの聞き取りをした
情報を職員間で共有出来るよう
に、個別ファイルへの記載を徹
底し、おやつを提供する際には
、再度確認するようにしていき
ます。

・職員間の打ち合わせの時に情
報を共有しております。今後も
情報共有に努めていきます。

・事例の様式はある
が、事例集を作成して
いるわけではない。職
員間で情報共有を図っ
ている。

6

5 1

・地元の高校生がボラ
ンティアとして参加
し、子ども達と一緒に
過 ごしている。
・通常の療育時に上高
ボランティアと関わる
時間の設定、可能であ
れば夏祭りの手伝いと
して参加してもらって
いる。
・今のところ上高ボラ
ンティアに協力しても
らっているが、もう尐
し行事を増やし協力し
てもらえる体制を考え
てみたい。
・地域住民を招待する
ような行事は開催して
いない。

・その都度体調の確認
も含めて、服薬の有無
の確認をしている。
・その日の調子につい
て保護者から情報をも
らい、薬の保管場所や
療育中の保護者の居場
所確認などを療育前に
確認している。
・保護者からの聞き取
りを実施している。
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・救命講習や感染症予
防研修会に出席し、対
応を学んでいる。

・年に数回、避難訓練
を実施している。その
他職員間で対応につい
て確認している。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っているか。

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がなされているか。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
るか。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っているか。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の子ど
もの状況を確認しているか。

㊹

6

6

・家庭調査表に記載し
てもらったものを確認
している。
・ごほうびを渡す時、
提供する予定の物を保
護者に事前に確認して
から渡している。
・保護者から情報をも
らい、職員間で共有し
ている。個別ファイル
にも添付している。
・保護者からの聞き取
りを実施し、必要があ
れば対応する。



○

・身体拘束が必要と思われる利
用者以外の児童発達支援計画に
は、記載しておりません。
・対象となる利用者につきまし
ては、十分な検討を重ねるよう
努めていきます。

・虐待防止に関する研修会に出
席したり、職場内での学習会を
開催しております。この他、虐
待チェックリストを使用し、利
用者への対応について振り返る
機会を設けております。今後も
意識して対応するよう心掛けて
いきます。

・研修会に出席し、職
員間で学習する機会を
設けている。

6㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計
画に記載しているか。
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この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

・現在、対象児がいな
い。
・身体拘束をしない。
・身体拘束が必要と思
われるケースについて
は記載するが、それ以
外は特に記載していな
い。


